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注目され百落葉広葉樹

東北には、臼神山地のブナ林をはじめ広葉樹の

天然林が広く分布しています。炭や薪に利用される

二次林も含めて、豊富な広葉樹の木材資源をどう

活用するかが課題とされています。また、最近では、

人工林の皆伐跡地で再造林が進められている現

場に行くと、クリやケヤキなどの広葉樹も一 緒に育

てられないか、といった相談を耳にします。つまり、再

びスギやカラマツを植える以外に、広葉樹を一 部に

植えたり、萌芽などで天然更新したのを少し一 緒に

育てて、将来の収入の楽しみにしようというわけで

す。その背景には、樹種によっては落葉広葉樹の材

価がかなり良いことなどがあるようです。しかし、広

葉樹の造林事例はまだ限られているので、再造林

地に広葉樹を植栽してどれくらい成長が期待でき

るのか、正確に答えられないのが現状です。

古い植栽試験地で再測してめ百

東北支所には、盛岡近郊の好摩にかつての試験

地(*1)があり、1970年代に広葉樹の様々な植栽試

験が行われました。このうち、1974年に有用広葉樹

1 2種をそれぞれ同じ密度(3000本／ha)で植栽した

試験区が残されています。この試験区で、昨年

(2020年）毎木調査を行い、樹種ごとの成長を調べ

てみました。

図1は、4つの樹種について、現在(46年生）の平

均の胸高直径と樹高を、過去(24年生時）に 一度

調査した時のデータと直線でつなげて、それぞれの

成長経過を示したものです。これをみると、例えば、

ケヤキは直径の成長が他の3種に比べるとかなり悪

いことがわかります（図左）。また、カツラは樹高の成

長が前回の測定時以降は良くなり、最初20年ほど

成長が良かったサワグルミを追い越していることな

どもうかがえます（図右）。
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図1 落葉広葉樹4種の平均の胸高直径（左）と樹高（右）の成長
経過
図には、今回(46年生時）の測定結果に、過去(23年生時）の結
果も加えて示してある。
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